
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

本年度も、生活困窮者の自立支援、高齢者の見守り、産前・産後サポート事業など

いくつか新しい事業を立ち上げました。支援メニューは充実しましたが、今後は、こ

れらを支援が必要な人に確実につなげ、子どもから高齢者、そして障がい者や妊産婦

も含めた包括的な支援体制を構築し「たかはま版地域包括ケアシステム」を推進して

いきます。 

 

̓ᴁ ☻Ҋ  

₳ ₴↓  

 

₳ ₴↓ ׄ ⁸ ʝ  

「脳とからだの健康チェック 2015 」については、60 歳以上の多くの方に受けてい

ただくことができました。認知症の予防には、ご自身の状態を知っていただき、早期

に取り組むことが、とても大切です。今後、認知症予防の運動として効果のあるコグ

ニサイズもご紹介していきます。なお、未受診者の方は、平成 28 年度も４月から６月

までの限定で、追加して実施をしますので、ぜひ受けてください。 

 

Õ福祉部は、地域福祉グループ（９人）、介護保険・

障がいグループ（1０人）、福祉まるごと相談グル

ープ（９人）、生涯現役まちづくりグループ（３人）、

保健福祉グループ（15 人）の５グループで構成し、

「地域福祉に関すること」「生活困窮者の自立支援

に関すること」「介護保険に関すること」「障害者

福祉・母子福祉に関すること」「福祉に関する相談

及び支援の総合調整に関すること」「生涯現役のま

ちづくりに関すること」「認知症予防に関するこ

と」「健康増進に関すること」「母子保健に関する

こと」「子どもの発達に関すること」「予防接種に

関すること」などに取り組んでいます。 

 

福祉部長 神谷美百合 

Õ 福祉部は、市民のみなさまの「ふだんのくらしをしあわせにする」ためのお手伝い

をします。子どもの健やかな成長、そして、生涯にわたる生活の安定をめざして、

乳幼児から高齢者の保健福祉の増進を図るとともに、高齢になっても、障がいがあ

っても尊厳を持って暮らし続けられるよう応援します。 
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TEL 0566-52-1111（内線 365） FAX 0566-52-1110 

E-mail seisaku@city.takahama.lg.jp 
 

発行年月 平成 2８年３月 

 

Õ 高浜市では、「住んでよかった！」「いつまでも住み続けたい！」と思え

るまちを目指し、行政だけでなく、市民の皆さんとともに、みんなで力

を合わせてまちづくりに取り組んでいくことを基本姿勢としています。 

 

Õ まちづくりの第一歩は、まちの課題を知ること、情報を共有することか

ら始まります。そこで「今、高浜市ではどんなことが課題になっている

のか」「そのために、市役所ではこの１年間で、どんなことを重点的に取

り組んでいこうと考えているのか」といった取組項目や推進の決意を「○

○部長の実行宣言」として部局ごとにとりまとめ、４月に公表しました。 
 

Õ １年間の取組みを振り返り、課題・成果を今後につなげていくため、今

年度の取組状況と来年度のアクション（案）などについて、紹介します。 

Õ  
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第６次高浜市総合計画 平成 27 年度版アクションプラン 

№50「生涯現役のまちづくり事業」 

 

 

 ₳ ₴↓ Ҙ Њ ֝  ˹₴↓ ֝ ₴↓  

 

平成 27 年 4 月に生活困窮者自立支援法が

施行されました。市では、生活のお困りごと、

特に就労準備や家計相談では専門スタッフを

配置します。併せて、学習支援や居場所づくり

をとおして子どもたちを応援していきます。 

※一人ひとりの状況に合わせた支援プランを

作成し、専門の支援員が相談に応じます。 

 

高齢者の地域見守り 

ネットワークを 

構築します！ 

【担当 福祉まるごと相談グループ】 

 

生活にお困りの方の 

経済的な自立を支援します！ 

 
【担当 地域福祉グループ】 

妊娠期から出産・産後の 

支援を充実します！ 

 

【担当 保健福祉グループ】 

急速な高齢化の到来により、徘徊による行方

不明者を出来るだけ早く発見し、無事に保護で

きるセーフティーネットが必要です。徘徊のお

それのある認知症の方などを多くの目で見守

ることにより、安全な暮らしを確保し、介護す

る家族の負担の軽減を図る「地域見守りネット

ワーク」を構築します。また、徘徊の可能性が

ある方には、事前登録制度を設け、早期発見に

役立てます。 

 
Õ バラエティーに富んだ健康自生地 88 か

所の設置を目指します。 

₳ ₴ ὕ  

Õ バスで巡る「健康自生地ツアー」や「健

康自生地ウォーキング」を実施します。 

     ₳ ₴ ὕ  

核家族化や地域の結びつきの希薄化などに

より、地域で妊産婦やその家族を支える力が弱

くなっており、身近な場所で妊産婦を支える仕

組みが必要です。妊娠期から子育て期に渡る支

援のワンストップ拠点として、子育て世代包括

支援センターを立ち上げます。 

 マイ保健師（小学校区単位の地区担当保健

 
Õ 吉浜地区での行方不明高齢者捜索模擬訓

練の実践を市内全域に拡大し、事業展開

していきます。 ₳ ₴ ὕ 
 

Õ既存の見守り体制の再点検を行うととも

に、有機的な連携体制を構築するための

見守りネットワーク委員会を開催しま

す。      ₳ ₴ ὕ 

 

生涯現役のまちづくりを 

進めます！ 

 
【担当 生涯現役まちづくりグループ】 

 
高齢者の自宅での閉じこもりは、心身の虚弱化

を招き、生きがいの喪失にもつながります。外出

して人と交流し、健康に生活するための仕組みづ

くりが必要です。 

市では国の介護保険事業計画の見直しに先駆

けて、要支援を予防する受け皿づくりとして「生

涯現役のまちづくり」を進めてきました。出掛け

たくなるような環境づくり、地域での役割づくり

に、地元の商店や企業、全ての世代に関わってい

ただき、まちづくりに織り込んでいきます。  
Õ 助産師や子育て経験者が「話し相手」

となり、相談支援を行う産前・産後サ

ポート事業を実施します。 

   ὕ  

Õ 産婦に休養の機会を提供し、心身のケ

アと育児のサポートを行う産後ケア入

院事業を実施します。 

         ὕ  

Õ 14 回の妊婦健診に加え、新たに産後健

診の費用助成を行います。 

ὕ  
 

 
 

 

 

第６次高浜市総合計画 平成 27 年度版アクションプラン 

№43「高齢者等地域見守りネットワーク推進事業」 

第６次高浜市総合計画 平成 27 年度版アクションプラン 

№47「生活困窮者自立支援事業」 

 
Õ 子ども健全育成支援員を配置します。 

    ὕ  

Õ 就労準備支援事業を実施します。 

   ὕ  

Õ 学習支援事業を実施します。 

ὕ  

 具体的には…【計画と実行状況】 

 

具体的には…【計画と実行状況】 

 

具体的には…【計画と実行状況】 

 

具体的には…【計画と実行状況】 

 

 
Õ 子ども健全育成支援員の配置や学習支

援事業の実施により生活困窮、不登校、

ひきこもりなど、問題を抱える子ども・

若者への支援の充実が図れました。 

Õ 就労準備支援事業では、就労自立のため

の多様な訓練の場として、市内４事業所

の協力を得ることができ、体制整備を図

ることができました。 

 

今年度を振り返って【成果・課題】 

 
Õ これまでの中学生の学習支援に加え、対

象を小学校高学年や高校生にも拡大し、

切れ目のない支援を実施します。 

 ὕ  

Õ 就労支援をより強化するため、就労先の

斡旋について、国が行う無料職業紹介・

職業相談の導入について検討します。 

ὕ  

来年度の具体的なアクション（案） 

 
Õ 新たに開始した３事業（産後健診、産前・

産後サポート事業、産後ケア入院事業）

の実施により、支援体制が充実してきま

した。引き続き、マイ保健師が出産、育

児を行う方の支援者となり、切れ目のな

い支援の実現に取り組みます。 

 

 
Õ 新たな健康自生地を設置するとともに、

フェスタやツアーを実施したことで高齢

者の外出機会の創出につながりました。

また、国立長寿医療研究センターと協働

して、ホコタッチを使った効果の検証事

業に着手しました。 

 

 
Õ ＳＯＳメール配信システムの運用を開始

し、市内全域での見守り体制が出来つつ

あります。認知症サポーターと共に、地

域の“見守りの目”が増えてきました。 

 

今年度を振り返って【成果・課題】 

今年度振り返って【成果・課題】 

今年度を振り返って【成果・課題】 

 
Õ 子育て世代包括支援センターに新たに

助産師を配置し、産前産後の相談支援体

制を充実します。      ὕ  
 

Õ 早い段階から妊産婦の孤立感や不安感

を解消し、支援が必要な方を適切なサー

ビスにつなげていきます。 ὕ  

  
Õ 健康自生地の担い手及び利用者の声を

アンケートなどで収集し、健康自生地の

質の向上につなげます。 

 ₳ ₴ ὕ  

Õ 健康自生地フェスタやツアーを継続す

るとともに、健康自生地へ出かけたくな

る新しい仕掛けを実施します。 

 ₳ ₴ ὕ  

 
Õ 見守りネットワーク委員会を開催し、更

なるネットワーク強化、地域の見守り意

識の向上を図ります。  ὕ  

Õ 広報への掲載や各種会議、会合などの機

会に広く協力をお願いし、メール受信者

（サポーター）を増やします。 

₳ ₴ ὕ  

来年度の具体的なアクション（案） 

来年度の具体的なアクション（案） 
来年度の具体的なアクション（案） 

４月 
完了

６月 
完了

７月 
完了

７月 
完了

８月 
完了 遅延

7 月 
完了

4 月 
完了

4 月 
完了

11 月 
完了


